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虹 と市一境界 と交換の シンボ リズム
小 野 地 健
はじめに
本稿 は虹 とい う自然現象 に対 して抱かれて きた様 々な社会的な観念 を
考察の対象 とす る。虹 は実 に多様な シンボ リズムの様相 と結 びっ いてい
るが、 それ ら諸 々の様相 は相互 にどう関連 し合 っているのかを明 らかに
したい。特 に本稿で中心 的テーマ とす るのは、 日本中世 の、虹 の立 った
所 に市 をたてねばな らない とい う、不思議 な慣習である。つ まり、虹 と
市 とが シンボ リズムにおいて、 なぜ結びっ くのか。その論理 とは何かを
文化記号論 と構造人類学の方法で読 み解 き、明 らかにす る。 これが本稿
の目的である。
そ してその分析の諸過程で、人間が 「自然」 に対 して抱 く観念 と経済
活動 は、相互 に浸透的であ り 「全体的社会事象」 と して多層的 な論理で
結 びっ いて世界観を形成 している ことを示 したい。
1.虹の学 説史
分析の出発点として、虹に関 して抱かれてきた様々な社会的観念を取
り上げて考究 した主要な研究を簡潔に取 り上げ、 この作業を通 じて本稿
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の論点 の確認 を行 いたいQ
そのよ うな研究 には、先 ず民俗学者 の宮良当壮や柳 田國男 の ものがあ
る。彼 らは主 に虹 の呼称の語源を探 り、虹 とい う言葉 と他 の言葉が どの
よ うに関連 し変遷 してい ったかを推測す ることで、虹 にまつわ る観念 の
歴史を明 らかに しよ うと した。
宮良当壮 は大正九年(1920)頃か ら、南 島を フィール ドとす る民俗語
彙の研究を行 い 「虹の語学的研究」 とい う論 文で南島を中心 と した多様
な虹の習俗 を紹介 した。 そ して、結論 と して 「ニ ジの語源 は、蛇類の総
称であ るナギ(ナ ジ)に 求 ある ことがで きる」 とい う 「虹=蛇 」説 を独
自に唱 えた[宮 良1981]。同時期 に民俗学者 のN・ ネフスキー も同様
の説を唱えた という(1)。
柳 田國男 は 『西 は何方」 に収録 された 「虹 の語音変化 など」「青大将
の起原」 の論文 において、虹の名称 の分析 を行 った[柳 田1990]。柳
田 によれ ばニ ジの名称 は五 つ に分類で きる。1ノ ジ、2ネ ジ、3ミ ョー
ジ、4ジ ュー ジ、 ヂュー ジ、5ビ ョー ジ、で ある。 この うちニ ュー ジが
本来の形で、他の語形 に派生 した と考えたのであ った。 そ して、柳田に
よれば、 ニュー ジには畏 るべ き霊物 とい う意味があ った とい う。
また、柳 田は蛇 の名称の分析 か ら、虹 と蛇 との関連性を指摘 した。西
行が虹 を歌 ったといわれ る 「さ らに又そ り橋わたす ここち してをふ さか
かれ る葛城 の山」 の歌 中で、虹を示す 「をふ さ」 の語 は蛇 の古語で ある
ナフサ と同系 の言葉で、大 きな蛇 の ことであ ると推測 を行 い、 また、池
沼 の 「ヌシ」 という語 もニ ジの語 と一っであ って、人 々はヌシ(竜 ・蛇
等 の霊物)が 顕れて ニ ジとな ると信 じた、 と言 う。つ まり、虹 と蛇 とは
語 の レベルで密接 な関連があ り、 ニ ジは もと長虫 の一種の名であ り、 ウ
ナギ ・アナ ゴとも関連 して、 ナブサ ・ノロシにな った とい う。「虹が古
人 の信仰で は蛇類 の一つであ り、 その名の ヌジ ・ミョウジ等 もウナギ ・
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アナ ゴとともに、最初 は一つの語であ った らしきこと、及 び淵池の主 と
いうヌシの語 の ごときも、 その残留」[柳田1990:272]とい うのであ
る。
柳 田は、 このよ うな語 源 の推定 と派生、隣接関係 によ って 「ニ ジ=
虹」が蛇類全体 と密接 に重 な るものと観念 され、特 に霊物 として超 自然
的側面 を持 っているとい うことを明 らか に した。
その後、虹 を対象 として総合的な研究 を展開 したのは、安間清であ る
[安間1978]。安 間は自らの出身地である長野県で は、虹 が川、池、沼、
湖、海 な ど水 か ら出現す る、 とい う俗信がある ことに注 目し事例 を広 く
日本全 国か ら収集 した。 そ して、虹が水か ら出現す るという俗信 は日本
古代か ら歴史 的に存在 し、その由来 と して虹 を竜蛇 とみなす信仰があ っ
たと主張 した。すなわ ち 「虹が水か ら出る とい う俗信 を端緒 として、同
じことが 日本全体 に通 じて行 われ ることを想定 し、 この俗信が太古の時
代 か ら存在 したで あろ うと考 え、次 に この俗信の由来 が古 く虹を水神竜
蛇 とす る信 仰 が あ った こ とに基 づ くもの と考 え た」の で あ る[安 間
1978:25]o
安間 はさらに世界的 に事例を求あて比較分類 し、全世界に共通す る虹
にまっわ る観念 の特徴 と して、①虹 は水 か ら出 る、②虹 は竜蛇 と考え ら
れた、③虹 は天地をっ な ぐ橋 とみ られた、④虹の下 には財宝があ ると信
じられた、 という四点 を指摘 した。
安間の分析 は、虹が竜蛇である とい う俗信 を 「最 も原始 の信仰」 とし
て考え、「虹 は竜蛇 と考 え られた」 ことを虹 の諸観念の中で最 も重視 し
てお り、それ以外 の観念 はその派生 や発展 として位置づ けている。例え
ば虹が水か ら出現す るのは、竜蛇がその水 に住む主 だか らであ り、虹が
橋 と観念 され るのは 「竜蛇 その ものであった虹が、 いっかやがて虹 は竜
蛇がそれ によ って昇天 し、 また天降 る橋 であると考 え られるようにな っ
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た らしい」 か らであ り[安 間1978:50]、一方 では虹 の下 に財宝 があ
るといわれ るのは竜神が財宝を もた らす という観念が あるか らであ る、
と説明す る。
その結果、安間の論 旨で は虹 その ものよ りも、竜蛇の信仰上の位置づ
けのほ うが重要 な課題 とな っている。 こうして、虹 は単 に竜蛇を象徴 す
る もので しかな くな り、虹固有の シンボ リズムの分析 が不明 となって し
まったとい う問題 がある ②。
以上 のよ うな虹 に関す る民俗的研究を総合 して、 さ らに全世界 の虹 に
関す る膨大 な事例 を加 えて、 それ らを民族学 の立場か ら詳細 に比較検討
したのが、大林太良 『銀河の道 虹の架 け橋』[大林1999]で ある。
大林 は世界各地 の多彩 な虹 の シンボ リズムの基調 として 「不気味 さ」
をあげる。世界の多 くの民族 に とって、虹 は不気味であ り恐 ろ しい もの
として観念 されてい ると言 う。 日本の近代以前 には虹 の美 しさを讃 え る
文学作品 はほとん ど存在せず、中国で も六朝以前 は同様であ った。虹 の
不気味 さは具体 的には、不幸 な恋、死、殺害、血、蛇、異常 な性、過剰
な性 として虹 の伝承 に現れ、虹が不気味 な ことが繰 り返 し強調 され語 ら
れて いるとい う。
大林 によれば、「不気 味 さ」 こそが、元来、虹 に対す る人 類共通 の観
念 ・感覚であ り、 それ は 「自然 的」な基礎 を持 って いる。虹 は天 と地 の
中間 に立っ どっちっかずの ものであること、 出現が予測で きず立 って も
す ぐに消えて しまう傍 い ものであ ること、色彩 と形状が 自然界 に類例 の
ない ものである ことが、その 「自然的特性」である。 これ らの自然 的特
性 によって導かれた虹 の 「不気味 さ」が、 それぞれの地域 ・民族 の文化
的伝統 によって、不幸 な恋、死、殺害、血、蛇、異常 な性、過剰 な性 と
い った様 々な現象形態 を とるのだ という。
大林 の分析 は、多様 な相 を持つ数多 くの事例 の分類 を行 い、個 々の事
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例間の類似点 を指摘す るだ けでな く、分類 された諸特徴 に通底す る論理
の抽出を試 みてい る点で、本稿 の問題意識 と大 きく重 なるものである。
大林の分析 は後 に詳細 に再検討 を行 いたい。
民俗学 ・民族学か ら目を転ず ると、国文学の分野で は、荻野恭茂 が文
献資料 を網羅的に収集 ・紹介 しなが ら、精力的に研究 を発表 している。
荻野 の研究 は 日本、中国の古代 の文献 は もとより、安間、大林が ほとん
ど分析 しなか った現代 の文学作 品に登場す る虹 を も扱 ってお り、虹の研
究 に時代的広が りを与 えている
以上 のよ うに、虹の文化 的研究 は、優れた研究が積 み重 ね られ、特 に
資料 的には安 間、大林、荻野各氏の手 によって膨大 な蓄積が行 われた。
本稿 は、 この先学諸氏 の資料的蓄積 に多 くを負 ってい る。
一方、筆者が行 うの は、文化記号論 および構造人類学 の視点 か らの分
析であ る。特 に本稿 で は、従来 の研究で アポ リア とな っていた虹 と市 と
の関係 を 「全体 的社会事象」 として読 み解 くことを中心 的テーマ とす る。
全体的社会事象 とは、M・ モースの概念であ り多様 な社会事象を個別の
次元 においてで はな く、全体性か ら理解 しよ うとす る概念であ る[モ ー
ス1985a、1985b]。本稿 で は、 この概念 に立脚 す ると共 に、人間が言
語 を使用 して分節 と差異の論理 によ って文化秩序 を構築 しているという、
「言語の人類学的側面」[リーチ1976]か ら虹 の シンボ リズムの問題 を
捉 えて分析 を行 う。
この際、重要 になるのは、虹 とは単 なる自然現象 ではな く、社会現象
であるということであ る。虹 は人間が言語 によって構築 した文化 によ っ
て認識 し、意味の世界 の中へ位置づ けた現象であ り、 この意 味において、
虹 にまっわ る社会的諸観念 とは、記号的な意味作用 を持 つ シンボ リズム
であ って、記号論的分析の対象 となる。 この視点か らの虹 の シンボ リズ
ムの分析 とは、虹 の社会的な位置づ けのあり方 の論理 を探 るものである。
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従来の研究 によ って虹 の多様 な シンボ リズムは個 々に明 らかにな ってい
るが、なぜ虹がそのような多様 な シンボ リズムを持っ ものと して社会 的
に位置づ け られ るのか、 またそれ らの多様 な シンボ リズムを相互 に関連
させている論理(例 えば虹 と市 との関連の論理)は 何か、 について は再
検討 の余地が あるのだ。
そ して筆者 は、虹 の シンボ リズムを扱 う際、R・ ニーダムの提 唱す る
多配 列 的分類(polythetic)を採用 す る(3)。虹 の シンボ リズ ムは、微
妙 にず れ なが らも重 な り合 う、 この重 な りは単 配 列 的分 類(mono-
thetic)の視点 では捉 え られず、 ば らば らにな って しまう。 しか し、 シ
ンボ リズムとは一元的かっ排他 的に分類で きるものではな く、隠喩 と換
喩 によって多層的 に結 びっ き、 ある シンボ リズムの分類の外延 は、 また
別 の シンボ リズムと溶 け合 って いるような織物状 の ものである。 このよ
うな認Qに おいては、 シンボ リズムのま とまりは、ゆ るやか な多配列的
分類 と して捉え るべ きで ある。
2.虹の シ ンボ リズム とタブー の両義性
以上 の観点 に立っ と虹 の シンボ リズムを分析す る上で最 も重要 なのは、
大林太良 の議論である。 なぜな ら、虹 の シンボ リズムの事例紹介や分類
だ けに留 ま らず、 それ らに通底 す る論理 に踏み込んだ分析 を示 したのは
彼 だか らであ る。 ゆえに、虹 の シンボ リズムの考察を進 めるには、今一
度大林 の理論 を再検討す る必要 がある。
大林が 「不気味 さ」 を虹 の シンボ リズムの基調 とした ことは先 に述べ
た。大林 は、M・ ダグラスの稼 れ論 を踏 まえて、虹 はどっちっかずのあ
いまいな境界現象で あるか ら、不気味 に感 じられ、恐 れ られる と指摘 し
ている。 この大林 の指摘 は基本的には正 しい と考え る。確 かに大林の指
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摘す るように、虹 は世界 の多 くの民族 で不気味 とされて恐 れ られて いる
ことは彼 自身 の提 出 した膨大 な事例 によ って裏付 けられる し、それは虹
が天 と地、雨 と晴の中間に出現 し、空間的 にも時間的 にも境界的で ある
ことに由来す ると思われる。
しか し、大林が 「不気味 さ」 を虹の シンボ リズムの基調 とし、境界性
をその0部 を説明す る論理 と して限定的 に使用 して いること、そ して虹
の 「不気味 さ」や色彩 の 「異常」 を人類共通 の元来の観念 ・感覚で あり、
「自然的」 な基礎 と していることには、再検討の余地 がある。なぜ な ら、
境界 に対す る恐れや不気味 さ、異常 とい う感情 は、 自然的、実体的 なも
ので はないか らである。
ここで、E・ リーチの理論 に代表 され る文化人類学 の境界論 を敷術す
るな らば、境界 とは自然 の中に実体 として存在 して いるもので はない。
それ は、人間が分節 と差異 によ って世界を不連続化 して文化秩序 を造 る
ときに、不可避的に発生す るものなのである。なぜな らば、 もともと人
間の外部環境 としての自然 は区切 りのない連続体で ある。人間 は連続性
に区切 りを入れて不連続化 し、且っ重複部分を タブーの対象 とす る こと
で排除 して、明確 な同0性 を もった対象 としてカテゴ リーを生成す る。
分類秩序 を画定す るためには、 このようにカテゴ リーの重複部分 をタブ
ーと して排除 しなければな らな いのだ[リ ーチ1976]。 中間的 カテゴ
リーである境界が タブー として忌避 されるのは、 こうした分類秩序 との
関係か らであ って、実体的な理 由によ るもので はない。
っ まり、虹が不気味 なのは、 あ らか じめ天 と地、晴 と雨 という区分が
あ って、その境界 に虹が発生す るか らで はない。人間が天 と地、晴 と雨
とい うカテゴ リーとして自然 を分節 ・差異化 し、文化秩序 としての世界
を生成 して いるか らこそ、 そのカテ ゴリーに うま くあて はま らず、撹乱
させ る虹が タブーとして不気味 に感 じられ るのである。大林のい う 「不
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気味」 さや 「異常」 は文化秩序に対する逸脱や混乱か らもた らされ るも
のである。 このよ うに、「自然的特性」や人 間の元来 の感覚 もすで に、
文化 の位相 において捉 え られ位置づ け られた社会的特性 と して捉え るべ
きなのであ る。
そ して、 タブーの対象 となるものは分類 を撹乱す る不気味で恐 ろ しい
ものであ りなが ら、 コンテクス トによ っては、望 ま しい ものに もな ると
い う、両面性 ・両義性 を持 っている。 なぜな ら、 タブーはカテ ゴ リーを
画定 す るために排 除 され るのであるか ら、隔て られたカテ ゴ リー間を溶
解 させ、その間の近接 ・交流をはか りたい ときには、逆 に タブーの対象
とされる事象 をカテゴ リー問 に導入す る ことが論理 的に適切なのである。
実際、 タブー的事象 である椴 れによって、豊饒 を もた らす事例があ るこ
とは、 レヴィ=ス トロース[レ ヴィ=ス トロース1997]や波平恵美子
[波平1988]が 報告 してお り、 日本で は雨乞 いの儀礼で竜神 を怒 らせ
て雨 を降・らせ るため と称 して、動物 の死体 を竜神の池 に投 げ込んだ り、
雨乞 い儀礼 の現場 に生理 中の女性 を連れて行 くことが知 られている[小
馬2004]。
以上の考察 を踏 まえると、虹の シ ンボ リズムの基調 は、不気味さでは
な くそれを生 み出 しているタブーの論理 と捉 えるべ きである。虹 の 「不
気味 さ」が実体的な基調 として他 の シンボ リズムを結び付 けているので
はな く、「不気味 さ」 それ 自体 が分節 と差異 によ って発生す る文化秩序
とタブーが生 み出す現象 のバ リエー ションに過 ぎない。
大林の理論 の問題点 は、 タブーの片面であ るマイナスの面、つま り分
類を混乱 させ る 「不気味 さ」 を強調 して しまったことで、不気味 さを持
っ虹が一面では、豊饒性や幸運、財宝 という好 ま しい側面 に転換す る可
能性 と射程を うま く位置づ けることがで きなか った ことにある と思われ
る。
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この タブーの両面性 ・両義性 とい う観点か ら大林 の論 を再検討す ると
き、虹の特徴 として大林 が強調 した 「どっちっかずで曖昧」 というタブ
ーの消極 的な側面 か らだ けで はな く、反対 に 「カテ ゴ リー同士を過剰 に
近接 させ る」 とい う、 タブーの積極的な側面か ら考察 してみる ことに大
きな可能性があ るだろ う。実 際、「カテゴ リー同士 を過剰 に近接 させ る」
という側面か ら虹を見 ることで、 よ り整合的かっ全体的に虹 の シンボ リ
ズムを解釈す る事 ができると思われ る。 その例 を次節で見てい こう。
3.過剰性 と しての虹 の シンボ リズム
3-1.虹の過剰性その1色
虹 の シンボ リズムの一 っは色彩 に関す る観念である。虹の色を何色 と
す るかが、文化 によって異 なる事 は知 られている。現代 日本 では七色が
一般 的であ るが、 アメ リカ、 イギ リスでは六色、 ドイ ツでは五色、 アフ
リカの ショナ語で は三色、バ ッサ語 では二色 であ る[鈴 木2003]。さ
らにそれぞれの地域 の中で も、時代 や階層 によ って も異 な り、古代 ギ リ
シャでは三色 もしくは四色で、 ア リス トテ レスは虹 を四色 としてお り、
アメ リカ ・イギ リスでは民衆 レベルでは六色 とされるが、学校教育 の場
では七色 と教 え る[鈴 木2003]。
中国で は伝統 的に五色であ り、 日本で も 『吾妻鏡」建保六年六年六月
十一 日に 「西方見五色虹。上0重 黄、次五尺余隔赤色、次青、次紅梅也。
其 中間又赤色」[黒板(編)1964:736]とあ り、中世 では虹 を五色 と
みる観念 があった。近年 で も研究者で ある宮良当壮 は自身の論文 の中で
「五彩の虹 の出現す るのを見 ることは屡 々吾 々の経X11するところである」
[宮良1981:11]と当然 のように述べているのは興味深 い。
また長 田須磨 は、奄美大島では虹 を二色 とす る観念があ った とい う仮
38
説 を提出 してお り[大 林1999:238]、登 山修 は奄美 では虹 はテ ィンナ
ギ ャ(天 の長虫)と 呼 ばれ るが、赤 と黒の斑を持っ赤又蛇 もまたテ ィン
ナギ ャと呼 ばれ る事か ら、虹を暖色系 の赤 と寒色系の藍の二色か三色 に
見ていたので はないか と指摘 した[登 山1996]。
このよ うに虹 を何色 とす るかは、社会 や時代 によって まちまちである。
よ く知 られてい るように、科学的 には色 は連続 したスペク トルの波長で
あ って、色の境 目は存在 しない。その連続 している ものを どう分節 して、
色を同定す るかは、す ぐれて社会的な分節であ るのだ。従 って、 どの色
数が絶対正 しく、 あるいは間違 っているとい うことはない。
また個々の色 にはそれぞれの文化 による強い象徴 的意味が付与 されて
いることは、従来の研究 によ って指摘 されてい ることであ る。例えば、
中国を発祥 とし、 日本 など東 ア ジァ全体 に大 きな影響 を与えた陰陽五行
思想では、五行(木 火土金水)が 、五色(青 赤黄 白黒)に 配 されて対応
していた。
文化人類学者 のV・ ターナーは、 白 ・赤 ・黒 の三色 の対立原理 を普
遍的な もの とみな した。 ターナーの研究 したアフ リカの ンデ ンブ族で は、
白は生 ・善 ・浄 ・男 ・精液 などを表 し、赤 は血 ・女 ・戦争 などを表 し、
黒 は死 ・悪 ・不浄 ・病気 などを表 し、互 いに対立 し世界観 を把握す る根
源的認識原理 とな って いる[夕 一ナー1996]。ただ し、それ ぞれの色
彩が具体的に何 を象徴す るか は、文化 によ って異 な るのであ り、 夕一ナ
ーの論 には一定 の留保が必要である。む しろ重要 なのは、 それぞれの色
の内容 よ りも、色が他 の色 との記号 的な関係 の中で意味を与え られ る文
化的 カテゴ リーで あるということなのであ る。
以上 のように、色 の分類 は単 なる視覚上 の認識 とい う次元を超えて、
広 く世界を分類す る原理であ り、虹 が何色 に分類 され るか は、 当該社会
の価値観 とも結 びっ く問題 なのである。例 えば、虹の色数 とその社会 に
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お ける支配的な分類原理 には相同性がみ られ ることがあ り、中国の五行
思想 と虹 の五色、キ リス ト教 の神学 にお ける三機能説 と近代以前 の ヨー
ロッパでの虹 の三色や、 ニュー トンの 『光学』 における虹の七色分類 も
神学的 な価値観 の影響を うけているとい う。大林が指摘す るよ うに 「虹
の色数 は、大 きな包括的 な分類 の体系 の一部」[大林1999:711]なの
だ。
ここで、色数やその分類 の比較 を試 み ることは興味深 いが、本稿で確
認 したいのは もっと基本 的な部分 である。それは、 これ らの虹 に対す る
観念が証明 しているのは、何色 の分類 であろうと、全世界 において、虹
は異 なる色の並存 として観念 されているということであ る。っ ま り、虹
は赤、青、 白、黄 な どとい う複数 の色 のカテ ゴ リーが、「虹」 とい う一
っのカテゴ リーの中に過剰 に近接 して存在す るものなのだ。虹が多色で
あると観念 され ることは、複数 のカテ ゴリーの並存 として虹が捉 え られ
て いるとい うことを意味す る。虹 と呼ばれる現象 は複数 のカテゴリーを
含み こんだ現象 なのだ。例えば、虹 の語源を説明す る次 の事例 を見てみ
よ う。
『日本釈名』:虹 には丹 な り、 あか き也、 しは白也、 に じは紅 白
ま じはれ り[神 宮司廉(編)1995:311]
『さへづ り草松 の落葉』:按ず るにニ ジは二字 の意 なるべ し、又 は
二児 にや、 それ何れ まれ二筋の色 によ りて号 けたるものなる ことは
論 なか るべ し、 そは天地 陰陽男女 雌雄の両義 によ りて、おのつか ら
二字の形色 をなせ るものな るべ し 〔宮良1981:44]。
以上 のように、虹 は異 な る色 の並存 として観念 されてお り、特 に 『さ
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へづ り草松の落葉」で は色 とい う次元のカテゴ リーの並存 に とどま らず、
「天地陰陽男女雌雄 の両義 によ りて」 と、世界 を分節す るあ らゆ る二項
対立 カテゴ リーの並存 の隠喩 と して解釈 されているのだ。 これ らの二項
は本来、適切 な距離を保 って存在すべ きものであ り、 それを一 っのカテ
ゴ リーに含み こんでいる虹 は 「カテゴ リー同士を過剰 に近接 させ る」 も
のといえ るだろ う。
0方 、虹の多色性の例外 と して 「白虹」 とい う観念 がある。白虹 とは
現代 の気象現象の分類 と しては 「量」等 に同定 されるよ うな現象で、 白
っぽい帯状 の霧 が発生 するもの らしいが詳細 は不明である。 しか し、 こ
の白虹 と名づ けられた現象 は、古代中国 において災異 を もた らす もの と
され、特 に 「白虹、 日を貫 く」 ことは、臣下が君主を害す る予兆 として
強 く忌避 された。 日本 に も古代 よ り白虹 思想 は流入 し、中世 の 「吾妻
鏡」で は度 々、 白虹の発生 が記述 され るなど、権力側 に とって大 きな関
心 を引 く出来事 であ った。
しか し、白虹 とは語 を見 ればわか るよ うに、「白い虹」であ って、虹
が白単色で はないか らこそ、わ ざわ ざ虹の語 に白 とっけてい るのであ り、
それは逆 に虹 は単色で はな く、多色が基本認識であることを裏付 けてい
る。記号論 的にいえば、虹 にお いて は多色が無徴項であ って、単色 が有
徴項 なのだ。 であ るか らこそ、「白虹」 とい う単 色 の虹 が、通常 の虹 と
の対比 によって、特 に異常 とされ不吉 な前兆 とされるのである。 このよ
うに、虹 の色彩の シンボ リズムをカテゴ リーの過剰の近接性か ら解釈す
ることで、虹 と白虹の差異 の位 置づ け も明確 になるのであ る。
3-2.虹の過剰性 その2性
虹 と性 の問題 に関 しては従来 よ り、虹が性的関係、陰陽和合 を表 す と
されて きた。M・ グラネは男女 の婚礼 を陰 と陽の婚姻 と捉 え、虹 も陰陽
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の結 合、 天 と地 の接 合 を表 す と した[グ ラネ ー2003:382-390]。以 下
の例 を み よ う。
てい とう
『釈名』巻一:虹 は攻 な り、純 陽の陰気 を攻む るな り。又畷煉 と
日ふ。(中略)ま た美人 と日ふ。陰陽和せず、婚姻錯乱 し、淫流 行
し、男 は女 に美 しとされ、女 は男 に美 しとされ、恒 に相奔 りて これ
に随ふ。時則 と此気盛ん、故 に盛時を以て これを名 つ くるな り[大
林1999:256]。
ていとう
r月令章句」:虹は綴煉 な り。陰陽交接 の氣 の、形色 に著 はるる者 な
り。雄 を虹 といひ、雌 を蜆 といふ。夫 れ陽陰和合せず、婚姻序 を失
へば、即 ち此 の氣 を生ず[森1969:219]。
大林 は これ らの事例 に対 して、 グラネの説を受 け、虹 は 「陰陽交接の
気 という説明 と、婚姻序を失 うとい う説 明が出ている。正常 ではない交
接 の印だ とい うことになろ うが、 あるいはたんな る交接 の印だ ったとい
うの が本来 の意味で はなか ったろうか?」[大 林1999:257]としてい
るが、 これ は疑問で ある。虹の シンボ リズムが象徴 するのは単 なる陰陽
の和合や通常 の性的関係で はない。事例が示すよ うに 「陰陽和せず、婚
姻錯乱」 し、「婚姻序 を失」 うような、過剰 な性関係 なので ある。
虹の過剰性 は性 に関す る近親相姦 や両性具有 とい う観念 に も示 される。
盤古説話で は、盤古が妹 と夫婦 になるとき天空 に虹 が出た といい、スマ
トラのバ タク族では伯父 と近親相姦 を侵 した姪 が虹 になったとい う伝承
があ るとい う[大 林1999]。虹 は このよ うに近親相姦や婚姻錯乱す る
よ うな淫乱 と結びっ く。大林 も虹が正常 でない性関係、過度 の性 関係 と
結 びっ く事、虹 は認め られない男女 の仲 を結 びっ けよ うとす る事 を指摘
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しているが、それを虹の 「不気味 さ」 の観念 と結 びっ くものと して しま
った。 しか し、本稿 の主張す るよ うに、虹 は 「カテゴ リー同士 を過剰 に
近接 させ る」 とい う原理を持 って いると考 えれば、虹 こそが通常 の分類
秩序 か ら逸脱 した過剰な関係、っ まりカテ ゴ リー間の近 す ぎる距離 の性
関係 と しての近親相姦、淫乱を表 していると解釈で き、 それ によ って広
汎 な事例 を統一的 に理解で きるのである。
「カテゴ リー同士 を過剰 に近接 させ る」虹 の原理 は、虹 が性転換 や両
性具有 の観念 と結 びっ くことか らも裏付 け られ る。 バルカ ン半 島や西 ア
ジアでは虹 の下 を通 ると男 は女 に、女 は男 にな って しま うといい、 ルー
マニアでは虹が出現 した川の虹が触れている部分の水を飲む と性 が変 わ
るとい う[安 間1978:80]。また、虹 は両性具 有で ある とされ た り、
双頭の蛇 とされ ることが多い[大 林1999]。これ らはいずれ も、 カテ
ゴ リーの過剰 な近接 を表 してい る。両性具有 や双頭 であることが カテ ゴ
リー間の過剰な近接 ・並存であ ることはい うまで もな く、性転換 す ると
い うの も性 のカテ ゴ リーが近接 しす ぎて、 その混乱 を介 して、0方 か ら
他方 へ と移行 して しま うことである。通常で あれば、男 と女 とい う適切
に分離 されて いて入れ換え不可能 な性 カテゴ リー も、 カテ ゴ リーを過剰
に近接 させ る虹 の原理 によ って、転換可能 な ものにな って しま うのだ。
また、男女が死んで結ばれ た り、身分違 いの恋、悲劇 的恋愛 や、地上
人 と天人 とい う人間 と他界 の者 との恋 などに際 して虹が結 びっ き出現す
るの も、本来結 びっ くべ きでない、 あるいは結 びつ くはずのない社会的
に離れたカテ ゴ リー同士が結 びっ いた ことを虹 が表 してい ると考え られ
る。そのよ うな恋愛の語 りは 「カテゴ リー同士 を過剰 に近接 させ る」 と
い う虹 の原理 に媒介 され ることによって可能 になるのだ。
また この視点において興味深 いのは、地上で結 ばれなか った男女が天
上 に行 った後 に結ばれて、後 に虹が出たとい うタイプの伝承 である。 日
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本では虹織姫の伝承がそれにあたる。
虹織姫:山 奥 に虹織姫がお り、淵の中で機 を織 っている。姫 は天の
織姫であ ったが地上 に降・りたのであるという。姫 の住 む淵 にはいっ も
霧 が立 ち、虹が半分だ け出ていた。 ある日櫛作 りの職人の若者 が姫 の
姿 を見 た くな り、朱塗 りの櫛 を淵へ投 げ込 む。若者 は父か ら 「人間の
男 がそんな ことをす ると取 り返 しがっか ない」 と忠告 され る。若者 は
恐 ろ しくなるが、再度淵へ い くと、淵か ら姫が現れ、頭 には櫛 を挿 し
ていた。男 はその後行方不明になり、淵か ら姫 の姿 も消え、淵 か ら見
事 な虹 が山の向 こうまでかか る。里の人 たちは、織姫が若者 を婿 に し
て天 に連 れ て行 ったの だ と うわ さ した。(筆者 要 約)[稲 田、小 澤
(編)1985:187-188]。
これは適切 でない過剰 な近接行為(人 間 と天人 の恋愛)と 、その行為
の他界(外 部)へ の排 除が物語 として語 られているのだ。そ して、その
過剰 な近接 を しるしづ け象徴す るのが、 山の向 こうまでかか った見事 な
虹 で ある(二 人 が結 ばれ る前 は 「半 分の虹」であ った ことに注意)。こ
の伝承 には、 「カテ ゴ リー同士 を過剰 に近接 させ る」 もの と しての虹 と
い う論理 が鮮 明に示 されているのである。
3-3.虹の過剰性 その3橋 ・道
虹 の表象 に広 く見 られ るのは、虹 を橋 ・道 とみなす観念 である。安 間
清 は虹 の世界 的特徴 の一っ と して、 「虹 は天地 をっ な ぐ橋 とみ られ たJ
ことを指摘 した。 この観念 は東 ア ジアを中心 に多 く存在 し、橋 と親縁的
な道 の観念 と合わせれば、世界的な分布 を示す[大 林1999]。
日本 では 「虹 は竜の女神が渡 る橋」、「虹 は竜 が天 に昇 る道」、「虹 は天
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の姫君 の橋 で あ る」、「虹 は天 の橋」、 「虹 は川 か ら川 へ か けて 出 る橋」
[安間1978:50、57]などとい う観念 が あ り、 また 『古事記』 にみ え
る天浮橋 を虹 に比定す ることがアス トンによ って主張 されている[ア ス
トン1988:90]o
安間は、虹の橋 の観念を、先 に記 したよ うに 「竜蛇その もので あった
虹が、 いっかやがて虹 は竜蛇がそれによって昇天 し、 また天降 る橋で あ
ると考 え られ るようにな った らしい」[安間1978:50]と、竜蛇信仰
の残存説 か ら説明 しているが、 これには疑問がある。
橋 とは二っのカテゴ リー間を媒介 してつ な ぐものであ り、 まさに虹が
「カテゴ リー同士 を過剰 に近接 させ る」論理 の典 型 として読み解 けるの
であ る。 この観点か らすれば、虹が死者 の道 や霊魂 の道 と観念 されるこ
ともスムーズに解釈で きる。 それ は、虹が どっちっかずの曖昧 さという
消極的な属性 ではな く、 カテゴ リーの近接 によ って天 と地、現世 と他界
とい う異 なるカテゴ リーを結ぶ積極的面 を持つ ことの証明である。
虹が海や川 の水 を飲 んで吸い上 げるとい う観念 も、 また、 カテ ゴ リー
の過剰 な近接であ る。沖縄 の与那国島で は、虹 は 「ア ミ ・ヌ ミャー(雨
を飲 む者)」、新城 島で は 「ア ミフ ァイ ・ムヌ(雨 を食 う者)」と呼ぶ と
い う[宮 良1981]。このよ うな、虹が地上 の水 を飲 む、汲 む とい う観
念 は、中国、 ヨー ロ ッパ に も見 られ る[大 林1999]。虹が水 を飲む と
いうのは、地上 の水 が虹を媒介 とす ることで、天へ と移行す ることであ
る。天 と地 とい う二項 の空間 カ テゴ リーの距離 間で モ ノ(こ の場合 は
水)が 移行す るためには、 その間が近づいて いなければな らない。虹 は
その間 を近づ ける論理 を持つ現象 と観念 されたのである。
虹が カテゴ リーの間隔を狭 めて過剰 に近接 させ ることによ って生 じる
空間媒介性 を代表 す るのが、 ギ リシャ神 話 の虹 の女神で あ るイ ー リス
(アイ リス)で あ る。 イー リスはゼ ゥスを は じめ とす る神 々の言葉 を伝
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える使者 であ り、 あ らゆ るものを媒介す る。
イー リスは世界 の0方 の端か ら他方 の端 まで、 それど ころか下界の
川 ステユクスへ も、 また海の底 にも進んでい く。 もしも使者の役が終
わ ると、彼女 は女主人 へ一 レーの玉座 の片端 に坐 り、 しば らく頭 を傾
ける。 そ してへ 一 レーが眠 りに襲われ ると、 イー リス も眠 り込 むが、
決 して帯 とサ ンダルは外 さない。女神が急 いで彼女 に命令 を与 え るか
も知れないか らだ。後世の詩 によると、彼女 は女性たちが死んだ とき、
その魂 を身体か ら分離 して他界 に案 内す る役 目を もっている とい う。
この資格 において彼女 は霊魂 を導 くものヘルメースと相触 れるものが
あ り、 したが って彼女 もヘ ルメー スの杖 を持 って い るの だ。[大林
1999:523]0
以上のよ うに、虹 の女神 イー リスは世界の端か ら端 まで媒介 し、それ
どころか他界へ の案 内役 として生 と死 の媒介 を もはたす。まさに 「カテ
ゴ リー同士 を過剰 に近接 させ る」 もの と しての虹を象徴的 に具現化 した
のが イー リスなのだ。
そ して、その媒介性 は空間的な ものだけでな く、生 と死 の移行 という
時間的媒介性 を も持 って いる。 そ もそ も虹 は、「雨」 か ら 「晴」へ とい
う天候的 カテゴ リーの移行 による時間の推移を媒介す る現象である。虹
が出現す るのは、晴 と雨 の境界なのだ。
宮良当壮が 「虹 の最 も多 く出現す る時節 は、小満芒種 の交であ って、
朝 轍 夕 陽 の光 を斜 に受 け た八 重 山方 言 で云 ふ テ ィ ダ ・ア ー ミ 〔ti-
daami〕(太陽即 ち 日の光 を受 けて降 る雨 の義)即 ち 『狐 の嫁 入』若 く
はそばえ(日 照雨)な どと称す る雨 の場合 であ る」[宮良1981=12]
と述べ るの は示唆的である。
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なぜ な ら、狐 の嫁入 り ・日照 り雨 と虹 を同 じもの と観念す る社会が存
在す るか らであ る。熊本県で は狐の嫁入 りは虹 の異称であ り、 ケニアの
メル人 は日照 り雨 と虹を同一視 してお り、東 アフ リカでは日照 り雨 と虹
は強い連想関係 を持 っているという[小 馬1996]。
以上 のよ うに、虹 の 「カテゴ リー同士 を過剰 に近接 させ る」論理 は、
空間的 には天 と地を結 びっ ける橋 ・道 と して、他方で は狐の嫁入 り ・日
照 り雨 とい う時間 ・天候 の混乱 ・移行 を表す シ ンボ リズムと重層的に結
びっ き、空間だけでな く時問 と人間 との関係 まで も包摂 していることを
指摘で きるので ある。
3-4.虹の過剰性 その4蛇 及び指差 し禁忌
しば しば、世界各地で、虹 と蛇 の シンボ リズムは密接 に結 びっ く。 そ
の結 びっ きがあま りに も強固で あるたあに、蛇=虹 の結 びっ きを本源的、
原始的認識 と して特権視す ることが主張 され る。 だが、私 は蛇 と虹 との
関係を実体視 し、特権化す ることは反対であ る。虹が実体 的に蛇 と結 び
つ き、 その蛇信仰 の残存 として、虹の シンボ リズムがあるので はない。
ニ ーダム流 に言 え ば、蛇 は虹 を考 え るのに適 した表象 で あるが ゆえに
(逆に言 えば虹 は蛇 を考 えるのに適 した表象 とい うことで もある)、選好
されて、虹 と結 びっ いている要素 なのだ と捉 えるべ きである。蛇 も特権i
的な要素で はな く、虹 と結 びっ く他の表象 との範列的な変換関係 にある
のだ。
蛇 はその線的な形状 と蛇行す る動 きなどが、虹が帯状で湾曲 した弧 の
形状 を持つ ことと類似す る。加 えて、色彩で は縞や斑、色鮮やかな鱗、
背 と腹が対照的な色を持っなどの特徴が、虹 の多色性 と類似す る。先 に
記 したよ うに、奄美で は虹 はテ ィンナギ ャ(天 の長虫)と 呼 ばれるが、
赤 と黒 の斑 を持っ赤又蛇 もまたティンナギャと呼 ばれ る[登 山1996]。
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蛇の中で も、斑や縞の色彩を持っ ものが特に選好されるのである。念の
ために確認す ると、 ここで私が指摘 しているのは蛇と虹の即物的な対応
関係で はな く、両者の社会 的カテ ゴ リーと しての位 置づ けの類似である。
この面か らさらに指摘す ると、蛇 は水辺 とい う陸 と水 との境界領域 に現
れ ること、陸の生物 なのに魚のよ うに鱗 を持つ こと、通常 の陸上の生物
が脚 を持 って歩 くのに対 し、脚が無 く這 って進 む こと等、分類 を撹乱す
る境界的存在であ り、境界的事象であ る虹 とよ く重 なる。蛇 と虹 との結
びっ きはこのよ うな多層的な シンボ リズムの重 な りのゆえなので あ り、
実体的で はな く社会的な位置づ けの類似 によるものなのだ。
また、世界各地 に広 く虹 を指差す事 の禁忌 が存在す る。沖縄 の久高島
で は虹 を 「シー ・キ ラ 一ー」「ティー ・キ ラー」 と言 い、 これ は 「手 の切
れ るもの」 の意 であ るとい う[宮 良1981]。長 野県 で も虹 を人差 し指
で指す と手 が腐 るとい う 「安 間1978」。大林 によれば、 この禁忌 は地
域 による濃淡 の差 はあるが、中国、朝鮮、東南 アジア、 メラネ シア、 ヨ
ーロッパ などに見 られ る、 いわば世界的な現象 である。
これ と類似す るもの として、蛇 を指 さす と指が腐 るとい う禁忌があ り、
特 に日本 には広 く分布 している。 この ことか ら、虹 を指差す ことが危険
なの は、「虹が竜蛇 と観ぜ られた ことの証拠 の0つ 」[安間1978]と 、
その共通性が指摘 されて いる。 しか し、それで はなぜ指差す ことが禁忌
なのか という論理 の説明 にはなっていない。宮良当壮 は 「虹 は神である
か ら、 これを指 させば、失礼 にあた り、指 さした指の尖端か ら段 々と腐
って来 て、遂 には手 が切 れて しまふ と云 ふ ことであ る」[宮良19811
42]と言 うが、神 に対 して失礼 だか らとい う経験的次元 での推測 に留 ま
ってい る。
蛇 の指差 し禁忌 にっ いて記号論的に考 え るな らば、脱皮 とい う肉体的
分節 を繰 り返す蛇 を指差す ことによって、指差 した手が現在の適切 な状
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態か ら分節 され不適切 な状態へ と移行 して しま う危険が あると解釈 で き
る。 この観点か ら分析す ると、虹 の指差 し禁忌で も、虹 は0時 的です ぐ
にこの世か ら外部へ と消えて しまうので、虹 を指差す と指 もす ぐに、現
在 の 「この世 にあ る状態」 か ら切 り離 されて外部 の異常な状態へ移行 し
て しまうと解釈す ることもできよ う。
0方 、 タブー論 として考 えるな らば、過剰 なカテゴ リーの近接であ り
文化秩序 を撹乱 させ る虹を指 さ して指 し示 し(指 差す とはす ぐれて特定
の個体 を選別 して分節す る行為 である)、社会 の中に改 めて引 き込 んで
しま う事 は文化秩序 に とって根本的脅威 である。虹 は世界か ら隠 され、
速やか に消え去 るものでなければな らない。奄美大 島の人 々は虹が出る
と畏怖 と恐怖 を感 じ、 その消滅 を願 うユ ムグ トゥを唱えたとい う[登 山
1996]。虹 を指差す ことを戒 あ ることの根本 には、虹 の過剰 な カテ ゴ リ
ーの近接性 という側面が作用 してお り、文化秩序 におけるタブーの論理
が、 ここで も通底 して いるのである。
3-5.虹の過剰性その5神 との契約 の虹
そ して、 この視点か ら、虹 に関す る最 も知 られた伝承で ある 『旧約聖
書」の 「創世記」 の事例 も解釈 で きる。「創世記」 によれば、神 は大洪
水 を起 こ して、 ノアの家族 と彼 らが積 み込んだ生 き物 たちの乗 る箱舟 だ
けを残 して世界を破滅 させ る。洪水がおさまった後、神 はノアと息子 た
ちに対 して、 もう二度 と洪水 を起 こして地(上 の もの)を 滅 ぼす ことは
ない と契約 す る。 その契約 の証 しが虹 なのである。長 くなるが引用 しよ
う。
「わた しは、 あなたたち と、 そ して後 に続 く子孫 と、契約を立て る。
あなたたち と共 にいるすべての生 き物、 またあなたたちと共 にいる鳥
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や家畜や地のすべての獣 など、箱舟か ら出たすべての もののみ な らず、
地 のすべての獣 と契約 を立て る。 わた しがあなたたちと契約 を立 てた
な らば、二度 と洪水 によって肉 なるものが ことごと く滅ぼ され ること
はな く、洪水が起 こって地を滅ぼす ことも決 してない。」
更 に神 は言われた。
「あな た たち な らびに あな た たち と共 に い るすべ て の生 き物 と、
代 々 とこ しえにわた しが立て る契約の しる しはこれである。すなわ ち、
わた しは雲 の中 にわた しの虹 を置 く。 これ はわた しと大地 の間 に立て
た契約 の しる しとなる。わた しが地の上 に雲 を湧 き起 こらせ、雲 の中
に虹が現れ ると、 わた しは、わた しとあなたたちな らびにすべての生
き物、 すべて肉な るもの との間 に立てた契約 に心 を留 める。水 が洪水
とな って、肉なる ものをすべて滅 ぼす ことは決 してない。雲の中に虹
が現れ ると、わた しはそれを見て、神 と地上 のすべての生 き物、すべ
ての肉な るものとの間に立 てた永遠の契約 に心 を留 め る。」
神 はノアに言 われ た。
「これが、わ た しと地上 のすべて肉 なる もの との間 に立 てた契約 の
しる しである。」
[共同訳聖書実行委員会(編 訳)1987、1988:11-12]。
以上 に見 るよ うに、キ リス ト教徒 にとって虹の出現 とは神 との契約 の
証 しが確認 され る聖 なる出来事であ った。 これを本論文での 「カテ ゴ リ
ーの近接性」 の象徴 としての虹 とい う視点か ら解釈 してみ よう。一般 に
あいだ
契約 とは様 々な人 と人 との 「間 」 で取 り交 わ され るもので あ り、 カテ
ゴ リー間の接触現象であ る。特 に神 と契約す るとい うことは、神 という
外部 カテゴ リー と人間 との接触 と交感 とい う、神 の世界 と人間の世界 と
い う異 な る世界の 「間」 の関係を も含 み こむ ことになる。っ ま り、虹 が
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神 との契約 の証 しとして この世 に現われるとい うことは、神の意思 が神
の世界 と人 間の世界 とい うカテゴ リーを越 えて顕現す るものであ り、二
っ の世界 の接触 と交感が虹 によって示 され るとい うことなのだ。や はり、
虹 は ここで も、神 と人間 とい う異 なるカテゴ リーの間の近接性 をあ らわ
す もの として観念 されて いるのである。
さ らに、 ここでは虹 によるカテ ゴ リーの近接 は、神が人間や生 き物 を
滅 ぼさないことを契約 した望 ま しい証 しと して受 けとめ られてい る。重
要 な ことは、 この契約が行 われたのは洪水 とい う破滅 の後で あることだ。
神 が大洪 水 を起 こ して、 ほ とん どの生 き物 が死滅 す るとい う 「神」 と
「生 き物」の関係 の過剰 な分離が原初 に設定 され る ことによ って、虹の
近接性 はその分離を調停 し、媒介す る適切 な接近 と して、位置づ け られ
て いるのである。 ここで は、 タブーの両義性 は巧みに中和 され、調停 さ
れて いるのだ。
これ と類似す る構造 を持つ事例 として 日本 における橋杭岩の伝承が あ
る。雑賀貞次郎が 『牟婁 口碑集』 に報告 す る例 を要約す ると以下である。
昔、大嶋 に與兵衛 とい う漁師がいた。與兵衛 は毎年秋 になる と海が
荒 れて、本土 との行 き来が出来な くなること憂 い、神 に祈 った。神 は
「今夜、鶏の鳴 くまで に橋杭 をっ くれば橋をかけてや ろう」 と告 げ る。
與兵衛 は喜んで山か ら石 を運んで、杭 を作 り始 めたが、 それを知 った
海 の神様がそれを止 めさせ るため鶏の鳴真似 を して與兵衛を騙 す。與
兵衛 はその鶏 の鳴声を聞 いて、望 み叶わぬ と悲観 して海 に身 を投 げて
死 ぬ。今 に残 る橋杭岩 は與兵衛 の作 りかけた橋杭であ る。神 は與兵衛
の志 を憐れんで、折 々巌 の上 へ虹 の橋 をか けるのだ とい う(筆 者要
約)。[雑賀1976:59-60]。
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與兵衛が作 ろうとした橋 とは、いわば本土 と島 とい う二っのカテゴ リ
ーを結 び近接 させる ものである。 しか し、それは海 の神 には許 されない
ものであった。 その許 されざる近接 を行お うと した與兵衛 は伝承 の中で
死 を与 え られ た。 そ の後、神 は與兵 衛 を憐 れん で折 々虹 の橋 を架 け
る ω。 ここで は、虹 は與兵衛 の架 けよ うと した橋(許 され ざ る近接)
に置 き換え られている。 この伝承で も虹 は本来で あれ ば許 されない近接、
過剰な近接 として位置づ け られているのである。 しか し、過剰 な近接 と
しての虹の不気 味な両義性 は、與兵衛の死 に対す る神 の憐れみを示す も
の とい う位置づ けを与え られ ることで、弱 め られている。つ まり、與兵
衛 の死 という悲劇 をあ らか じめ設定す ることによって、虹 の出現 は不気
味 な ものではな く、神が神 の世界か ら人間の世界 に対 し、憐 れみのメ ッ
セー ジを顕現 させる尊 い現象 にな っているのである。
プラス
思 い切 って記号化 す るな らば、虹 の過 剰 な近接性 はいわ ば(+、
プラス
+)で あ り、 そのままでは過剰で ある。それ に対 しあ らか じめ架橋の
マイナス マイナス
失敗、與兵衛の死 とい う(一 、 一)の 悲劇的状況 を作 ってお くこと
で、虹 の出現 はその過剰 なマイナスに対応 して±0の状態 を導 く適切 な
位置づけを得 るのであ る。
以上 の二っの事例 では、神 とい う外部 カテゴ リーと人間 との接触 と交
感 として虹が あ り、神 の意思が神の世界 と人間の世界 とい うカテゴ リー
を越えて顕現 し、二 っの世界の接触 と交感が虹 によって示 されて いる。
それ は虹が 「カテ ゴ リーの過剰 な近接」 とい う性質 を持つ ことか ら導か
れているのだ。 そ して、聖書の大洪水、與兵衛 の死 とい う悲劇(過 剰 な
分離)を あ らか じめ設定 し、それを媒介 し調停す るものと して虹を位置
づ けることで、虹の過剰 な近接性が持っ不気味 な両義性 も、中和 され調
停 されて いるのである。
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3-6.「カテゴ リーの過剰な近接」 と しての虹一 まとめ
以上 の例か ら考 えてみ ると、虹 は 「カテゴ リー同士 を過剰 に近接 させ
る」 とい う側面を強 く持っ ことは明 らかであ る。虹 は色彩 カテ ゴリーの
近接であ り、性的カテゴ リーの近接であ り、 また空間的カテ ゴ リーの近
接 であ り、時間的カテゴ リーの近接である。 そ してその過剰 な近接 のゆ
えに文化秩序 に脅威を もた らし、虹 を指 さす のは禁忌 となる。
つま り虹 は 「どっちっかずで曖昧」 どころか、 この場合 どっちのカテ
ゴ リーを も積極的に結び付 けて しま う象徴 なのである。 そ してそれゆえ
に、虹 は望 ま しいものを結びっ けるプラスの面が強調 され ることもあれ
ば、反面、望 ま しくない ものを結 び付 けて しま うマイナスの面 と して も
作用す る。それ は、 タブーの両義性 の性質 か らきていると指摘 で きるだ
ろ う。
虹 に関す る伝承 は多層 的な縮約(5)によって、虹 が 「カ テゴ リー同士
を過剰 に近接 させ る」 とい うことを繰 り返 し示 しているのであ り、虹 に
付与 される、多色、過剰 な性、橋 ・道、蛇、指差 し禁忌 などの観念 は、
そのどれが本源的な象徴 とい うわ けで はな く、虹が 「カテゴ リー同士 を
過剰 に近接 させ る」 ことを示す範列的な類似関係 を構成 している。 そ し
て、 この点で、虹 もまた構造 の上で天気雨、双子、 こだま、人魚、縞模
様 などのカテゴ リーの過剰 ・重層 を強 く表す現象 との範列 的関係 にあ る
のだ。
このよ うに、虹 の様々な シンボ リズムは、虹が 「カテ ゴ リー同士 を過
剰 に近接 させ る」 ものであると考 える事 によって、総体的に一貫 した論
理 の もとに解釈 で きるので あ り、それぞれ の表現 の違 いは、「カテゴ リ
ー同士を過剰 に近接 させ る」 ことの、 それぞれの社会、時代 におけるバ
リエー ションであ る。 これが本節 の結論で ある。
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4.交換 と境 界
4-1.虹と財宝
前節 までの考察 を踏 まえ、虹 と財宝 そ して、市 との関係の考察へ と進
みたい。 まず、虹 と財宝の関係か ら考察 しよ う。
安 間清が虹の四っの特徴 の最後 に 「虹の下 には財宝があると信 じられ
た」 と指摘す るよ うに、虹 には富 を もた らす側面がある。 アイルラン ド
には、虹が大地 と接 す る 「脚」 の下 に黄金が埋 ま っているとい う昔話 が
あ り、 ギ リシャ神話 の虹の女神 イー リス(ア イ リス)は 、虹 の脚 の下 に
黄金 の壺 を埋 めた とい う。 日本で も東北地方を中心 に虹 の根元 には黄金
や宝が あるとい う俗信 が存在 し[安 間1978]、奄美 に も多 く存在す る
[登山1996]。
岩手県岩手郡江刈村:昭 和二十八年の夏、岩手県岩手郡江刈村の地
で、岩泉頼八 という当時七十六歳の老翁に話をきいたとき、岩泉翁な
ども幼いころは虹の立っ処 に黄金があると信 じ、みずか らそれを掘 り
出 しに走 った覚えがあると語 られた。[安間1978:62]。
のず
『羽前小 国昔話集」銭 の降 る虹:昔 ア、虹が かが った時、其 の虹 の橋
の下 さ行 って見 るど、銭 ア降 ってるな らけ ド。 ほんで、みんな。わ ら
かます
わ らど臥 なの腰籠 なの持 って、虹の立 って る内、銭拾 い行 ぐげ ド[佐
藤(編)1976:213]。
しか し、 この虹 と財宝 の関係 は、従来の研究では蛇 の シンボ リズムと
の複合か ら発生す る二次的な もの と して捉 え られる傾向があ った。
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例えば、安間清 は虹 と市 との関係 にふれなが ら、虹 の下 に財宝が ある
ことの理 由について以下 のよ うに述 べて いる。「得難 い神宝の与 え られ
る市 は尊貴 な る水辺 の聖地 に定め られた ものであろ う。そ してそ こには
畏 き神竜が潜み隠れ ると信 じられたので ある。昇天す る神竜すなわ ち虹
の脚 下 はか くして正 に財宝 の あ る所 と考 え られ た ので はなか ろ うか」
[安間1978:119-120]。
また、大林太良 は虹 の財宝の表象 と蛇が宝物 の番 をす るという観念 は、
分布が重 な ってお り、 それは竜 や蛇が宝物 を守 っているとい う信仰 と関
係が ある という。そ して、「虹 の下 の財宝」の観念 は 「虹 が水 を吸 い上
げる、汲 み上 げる」観念 か ら派生 した もので あり、 日本本土 のよ うに虹
が水 を飲 む表象が少 ない所での、虹の財宝の考え方 は中国 ・欧州 か らの
借用で はないか とす る[大 林1999]。
っま り、本質的 に財宝 の観念 と結 びっいているのは蛇 なのであって、
蛇 の シンボ リズムが虹 と結 びっ いた ときに、虹(で ある蛇)と 財宝が結
びっ くとい うことになる。 しか し、 はた して虹 と財宝の結 びっ きは、蛇
を介 した二次的 な ものであ った り、派生的な関係 に過 ぎないのであろう
か。私 は、虹 と財宝の観念 は、虹 の固有の シンボ リズムによって結 びっ
いていると考 える。 そ して、 その虹 と財宝の結 びっ きの うえに、蛇の シ
ンボ リズムが(構 造的な類似 のゆえに)重 ね合わ されて強調 されて いる
とい う関係 と して捉え るべ きだ と考 え る。っ ま り、蛇 を媒介 としな くと
も、虹 と財宝 の関係 は説明で きるのである。
財宝を得 るとはど うい うことか考 えてみよ う。民俗学者 の佐野賢治が
柳 田國男、小松和彦 らの研究を踏 まえて、民俗的世界観 にお いて宝 とは
「他か ら」 の ものだ った と指摘す るよ うに、宝 とは外部か らもた らされ
るとい う観念が強 くみ られ る[佐 野2001]。例 えば 「笠地蔵」「竜宮童
子」「大歳 の客」「ねずみ浄土」 など日本 の民話で は、外部や異人 との接
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触 によ って富が もた らされ ることが、繰 り返 し語 られ る。 また、小松和
彦 によれ ば、「福」 とは神 な どか ら直接 に授 け られた富や仕合 せを意味
してお り、「福 引」「福袋」「福相」 など福 を用 いた言葉 の背後 に は、神
的 な もの、異界 的 な もの、神秘 的な ものが隠 されてい る とい う[小 松
1998:9]o
論理的に整理す ると、富の獲得 とは、外部 との接触 によって既存 のカ
テゴ リー(貧 しい状態)か ら望 ま しい状態(富 め る状態)へ と社会 的地
位 が移行す ることであ り、逆 にいえ ば、人 の社会 的地位を激変 させ るよ
うな富の獲得 は、人間の力を超えた外部か らの力 の介入 として観念 され
たのであ る。 このよ うに、元 々財宝 に代表 される富の獲i得は、外部性 と
結 びっいて いるのだ。
では、 これを踏 まえて虹 と財宝 との関係 を考 えてみ ると、虹 は 「カテ
ゴ リーを過剰 に隣接」 させ る論理 を持 ち、それが拡大 されれば、天 と地、
この世 とあの世、人の世界 と神の世界 とい う、世界観 にお ける内部 と外
部 のカテゴ リー問の過剰 な接近 と交通 を象徴す る事象 となる。 だか らこ
そ、虹の出現す るところは人間の力 を超 えた外部 か らの力 が接触 し顕現
す る場であ り、外部か らの富 と して の財宝が現われるのだ。虹 と財宝が
結びっ く論理 的蓋然性 は、 このように虹 のタブーとしての外部性 と財宝
の外部性 の観念か ら全体的 に解釈で きるのである。
そ して、財宝 とい って も農作物で はな く、特 に黄金 や銭 とい う、貨幣
や市場交換 の媒介物 と虹 が結 びっ いてい ることは重要で ある。(この こ
とは、貨幣 や市場 交換 の外部性 と して改 めて説 明す る)こ の、虹 と貨
幣 ・市場交換 の結 びっ きを最 も劇的 に表 し、虹の シンボ リズムの中で最
も特異 で興味深 い現象が 「虹が立 ったところに市 をたてる」 とい う虹 と
市 との関係である。 いよいよこの問題 の考察へ と移 ろう。
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4-2.虹と市、売買の結びつ きを語る諸事例
よ うや く、本稿 の中心的テーマで ある、虹 と市 との関係 の考察へ と入
る。 ここでは 「虹が立 った ところに市 をたて る」 とい う諸事例 を提示す
る。
『日本紀 略』長元三年(1030)七月六 日丁 巳:関 白併春宮大夫家虹立。
依二世俗之説一、有二売買事一[黒板(編)2000:277]
「百錬抄』寛治三年(1089)五月三十 日:上皇六條中院前池虹立。可レ
立レ市之 由錐レ有レ議。公所依レ無二先例一被レ止レ之。上皇渡二御他所一[黒
板(編)2000:40]
『中右記」寛治六年(1092)六月七 日己未:雨 下、或得晴、申時禁中
(堀川院)、殿上小庭併南池東頭有虹見事、則召外記被間先例、大外記
定俊勘申前例、承平、康保、正暦、長元年中、度々禁中虹立、随御 ト
趣或奉幣、或読経者、但不被行軒廊御 ト也、イ乃同十 日召陰陽頭賀茂成
平有御 卜、占云、御薬事頗非軽者、候蔵人所陰陽師道言朝臣、近 日有
假不出仕也、イ乃次人召陰陽頭成平、於便所有御占也、抑世間之習、虹
見之処立市云々、若是本文欠欺如何、件由内々被尋諸道紀伝、(文章
博士敦基朝臣、正家、行家朝臣依為上A也)、同成季朝臣、此外明経
陰陽道(道 言朝臣)、己上六通、今 日虹又賀陽院立也、而長元年中宇
治御時、此処有虹見事、被立市也、イ乃後被立市也、御 占同大内、 丁
中殿下御物忌合也[増 補 「史料大成」刊行会1982:85-86]
『中右記」寛治六年(1092)六月八 日:諸 道勘文皆虹見之処無立市之
文、是只俗語歎[増 補 「史料大成」刊行会1982:86]
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『中右記』寛治六年(1092)六月二十二 日:今 日又賀陽院殿有虹見氣、
(同廿五 日重被立市)[増補 「史料大成」刊行会1982:86]
『百錬抄』寛治六年(1092)六月二十五 日:高 陽院立レ市。依二虹蜆立一
也。先令二諸道勘 申一[黒板(編)2000:41]
『百錬抄』保延 元年(1135)六月八 日 中宮庁前立 レ市。依二虹見一也
[黒板(編)2000:60]
『後深心 院関 白記」応安五年(1372)八月四 日戌寅:同 廿 四 日辰刻、
自金堂艮角虹吹上坤方。満寺驚之。 自廿五 日三 ケ日間立市之 由同示送
也[陽 明文庫(編)1986:285-286]
以上 が 「虹が立 ったところに市 をたて る」 とい う現象の(知 られてい
る限 りでの)日 本にお ける事例の全てで ある。一方、虹 と市の結 びっ き
を示す事例 は、文化人類学者 のB・ マ リノフスキーが メラネ シアの トロ
ブ リア ン ト諸 島の クラ交易を記述 した文中に も見 出せ る。 クラ交換 の開
始 にあた って、以下のよ うな言葉が唱え られたとい う。
「ムワニ タ、 ムワニ タ!⑥ い っ しょに集 まれ。私 は、おまえたちを
集 めさせ よ う!い っ しょに集 まれ。 私 は、お まえたちを集 めさせ
よ う。虹があそ こに現れ る。私 は、虹 をあそこに現 わさせ よ う。虹が
ここに現れ る。私 は、虹を ここに現わ させ よ う」
「美 しい財宝 は、 ここで私の相手 と交換 され る。美 しい財宝 は、 あそ
こで私 の相手 と交換 され る。私 の取引相手 の籠 の中身 は集 め られ る」
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[マ リ ノ フ ス キ ー1998:264]。
この例では、交換の開始 にあた って 「虹が ここに現 れる」 とい うこと
が強調 されている。財宝の交換 をす るには虹が現れなければな らない、
とい うこの観念 は、 日本 における虹の立 った ところでは売買を しなけれ
ばな らない(す なわち市をたて る)と い う観念 と、響 きあ うものである。
虹 と市 ・売買 ・交換が結びっ くのは、 いかなる論理 によっているのか。
い ったん虹 か ら離れ、市の シンボ リズムの分析へ と転 じよう。
4-3.市の外部性一民俗学、経済人類学 にお ける市 と市場交換 の論理
虹 と結びっ く事象である市 とはいかなる現象 なのか。虹 と市 の結 びっ
きの論理を明 らかにす るには、虹だ けで な く市 の シンボ リズムとその背
後 にある市場交換 とい う経済行為の考察を改 めて行 ってみる必要がある。
市の性格 をめ ぐっては、 その起源 に関 し民俗学、国文学 の分野で柳 田
國男、折 口信夫、西郷信綱 らの説があ る。
柳田國男 は 「イチは現代 に至 るまで、神 に仕 える女性 を意味 している。
語 の起 りはイッキメ(斎 女)で あ ったろ うが、 また一 の巫女 など とも書
いて最 も主神 に近接 す る者 の意味 に解 し、母 と子 とともにあるときは、
その子 の名を小市 ともまた市太郎 とも伝 えて いた」[柳田1989:171]。
イチの語 はもともと神 に仕 える女性 を意味す る言葉で あったと し、市を
いつ く
神 を斎 という結 びっ きで捉 えたので ある。
折 口信夫 は 「山の ことぶれ」の中で 「さう した祭 り日に、神 を待 ち迎
い つ く には イ チ ニ ハ
へる、村の寄 り合 うて、神 を接待 く場が用意せ られた。神 の接待場 だか
ら、いちと言 はれて、 ここに日本の市の起源 は開かれた」[折口1997:
tへ つ くCこ 　ま
465]とい う。市 を神 を接待 く場=市 庭 と捉 えている。
西郷信綱 は以上 のよ うな民俗学の諸説を批判 して こう主張す る 「不確
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か な語源か ら天降 って考 えるより、 イチ(市)、 ミチ(道)、 マチ(町)
等が語構成 を同 じうし、「チ」を共有 して いる言語 上の事実 に注 目す る
ことこそ肝心 である。 そ してその 「チ」 はみな道 に関連 してい るはずで
あ る」[西郷1995:9]。西郷 は、 イチ は祭祀 で はな く道 に関連 し、 そ
れ は境 ・境界 であって、市 は共同体 の内部ではな く異質 の人 々の出会 う
境界 にたっ もので あることを指摘 した。
それぞれの説 の当否 はここでは詳 しく問わない。 ここで共通 して示唆
されているのは市 と売買 が 日常的な生活 の内部で はな く隔絶 したところ
に成立す ること、っま り外部 との境界、その交感の場 としての市 とい う
特徴で ある。
それを端的に示すのが、市 に山姥や山人、鬼 などが現れ るとい う伝承
の存在 であ る。民俗学者 の北見俊夫 によれば、福 岡県甘木 町の乙子市
(十二月最終 の暮市)に は山姥が現 れ る。長野県北部 の小谷や四 ヶ庄 の
交易 の市 では人 ごみにまぎれて 「青鬼の権現様」が買い物 に来 る。権現
様が ものを買 った店 は大変繁盛 す るとい う[北 見1970=102-103]。市
は人 な らぬ者 も出現 し、人間 と出会 い交感す る場所であ った(7)。
歴史的に も市 の起源 は宗教 的なものであるとい う観念が存在 して いた。
中世史学者 の桜井英治の研究 によれば中世か ら近世 において、市 の発祥
地を大和 の三輪市 に求め る説 と摂津 の住吉 に求 める説の二っがあ った。
その うち三輪市発祥説を とる 「市場之祭文」 と呼ばれ る史料があ る。 こ
の史料 は、北武蔵 か ら西下総一帯の市で市祭のときに読 み上 げ られた祭
文 の写 しとみ られ、延文六年(1361)に作成 された ものを応永二十二年
(1415)に書写 した もの とい う[桜 井1992]。この史料 には市の起源が
神 によることが明瞭に主張 されている。 それは以下のよ うな ものだ。
夫市 といっ は、私 のはか り事 にあ らす、伊勢天照太神、住吉大 明
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神 の御 はか り事 な り、(中略)國 土豊 饒 のはか り事、人民渡世 のた
か ら、 なに事 か これに しかんや、依之農帝 の御代 よ りは しめて市を
たて しよ りこのか た、漢土 日本諸 國諸郡 に市 をたてぬる、 これひ と
へ に國土太平 の源 なり、然則吾朝 に市立 は しめ し事ハ、昔大和國宇
陀郡 に三輪 の市 をたて、 いちを り長者此市を立 は しめ、此のかた住
よ しの濱 に草木 の市 と名付て、九月十三 日に立 け り、それよ り西の
はまのゑびすの三郎殿のはまの市 とて立、 ひたちの國鹿嶋大明神 も
七月七 日に市 を立 は しめ給 しよ り、尾張國あっ たの大明沖 も熱 田に
市 を立たまふ、下野國 日光権現 も中市 を立 たまふ、 出羽國羽黒椹現
もた うけの市 を立 たまふ、信濃國諏訪大明神 も御 さ山の市を立 たま
ふ、武州六所大明神 も五月ゑの市 を立 たまふ、あたちの郡泳河大明
神 も氷河 の市 とて立 たまひて、人民 をま もり國々保 々庄薗郷村里 々
に市 をたっ る事、神 のめ くみよ り出たり、神かな らす擁護 したまは
む において は、國家 おたやか に人民 ゆたか な り。[萩原 ほか(編)
1975:565-566]0
以上 の事例 にみ るように、市 とは私 のはか り事で はな く伊勢天照太神、
住吉大明神 といった神 のはか り事 なので あり、市 を立て ることは神 の恵
みか ら来ているとされて いるのであった。市の発生 は極 めて宗教的な装
いを持 っていたのであ る。
また、 もう一方 の市 の起 源説で あ る住吉説 は、神功皇后 の 「三韓 征
討」神話 に基 づ き、三韓 か ら貢がれた珍財 を住吉の堺浦 で交易 し、浜市
と名付 けたのが本朝での市 の始 め とす る[桜 井1992:233コ。 これ も内
部での物 の交換で はな く、外 国 という外部 との交流が市 を生 み出 したと
い う観念 であ り、外部 との境界、その交感 としての市 とい う意味で は、
神の恵みによる市起源説 と構造的 に0致 して いる。
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〔表 〕 「市 場之 祭文 」[萩原 ほか(編)1975:566]による市 と
神 との対 応 関係。
市の場所 市の名称 市の創設者
大和国宇陀郡 三輪の市 いちをり長者
摂津国住吉の浜 草木の市 ※住吉大明神か
※播磨国西宮か はまの市 ゑびすの三郎
常陸国 市 鹿嶋大明神
尾張国熱田 市 熱田大明神
下野国 中市 日光権現
出羽国 たうけ(手 向)の市 羽黒権現
信濃国 御さ山の市 諏訪大明神
武蔵国 五月ゑ(會)の 市 六所大明神
武蔵国 氷河の市 nk河大明神
※は筆者の推定
市で商売 をす る商人 もまた、外部 の人間であった。石井進 によれば中
世 で は、商人 とは基 本的 に行商人 を指 す言葉で あ った[石 井1999]。
っ まり、定住社会 か らみれば外部 や境界を移動 する存在であ ったのだ。
そ して、市 をたて るにあた っては、市神 を勧請 し、祭文が読 まれ、市
祭 りが行われる ことによ って、 そ こが、それまでの空間か ら差異化 され、
切 り離 された異質 な空間であることが強調 され るのである。
それは、 なぜなのか。 まず確認 したいのは、市 は貨幣を媒介 とした交
換 に しろ物 々交換 に しろ、市場交換が行 われ る場であることだ。特 に先
にあげた事例で は、『日本紀 略」長元三年(1030)七月六 日の 「関 白併
春宮大夫家虹立。依世俗之説、有売買事」 にみ られ るように、売買 とい
う行為をす るために市 を立て るのであ って、市で行 われ る行為である売
買、財宝 の交換 という行為、っ ま り市場交換 とい う行為 その ものが重要
な意味を もっていたのである。 な らば、 あ らためて市場交換 という交換
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形態の論理が人間社会の中で持つ意味や位置づけか ら、市 と宗教性 との
結びっきの論理、市 と虹との結びっきの論理を考察する必要がある。
市場交換の社会的位置づけにっいては、経済人類学の成果を吸収 した
現代の文化人類学の成果が示唆を与えて くれる。文化人i類学者の小田亮
は、経済行為をその交換形態によって四種に大別する。すなわち、①分
配、②再分配、③贈与互酬、④市場交換である。
分配は、それを繰 り返す事でモノの受贈関係を不確定に し、負い目を
曖昧にする。再分配は中心か ら周辺に最初の贈与が行われたという観念
を設定 し、中心 となるものに対する無限の負い目を作 り出す。贈与互酬
は贈与の返礼を遅延 させることで、負い目を持続させ、互いに負い目を
感 じさせる状況を作 り出す。一方、市場交換 は交換することに負い目を
清算 し、負い目の関係を払拭す る[小田1998]。
この四っは、単なるモノの交換の仕方の分類にとどまらず、交換とい
う行為を通 じて自己と他者 とが関わり合 う社会関係の様式を示 している。
そして、市場交換 と贈与互酬性の間には交換原理の深い断絶 と相違が見
出される。先に説明 したように、贈与互酬交換は負い目によって緊密な
社会関係を織 り成すが、市場交換 は人間同士の負い目を即座に清算 して
しまい関係をその場で断ち切 って しまう交換形態である。それゆえに、
贈与互酬性 に基礎を置 く共同体にとっては脅威であり、それは外部へと
排除 しなければな らないのだ。
それゆえに、市 は共同体か ら排除された境界にたて られた。日本中世
学者の石井進、網野善彦 らの研究はそれを裏付 ける。石井進は中世の鎌
倉において、その周縁部であり外部 との出入 り口である化粧坂、前浜が、
市の場であり商業 ・交易の拠点であったことを明 らかに した。そ してそ
こは、単 に経済活動の場 というだけでなく処刑場、墓地でもあり遊女の
住む場所で もあった[石 井1995]。まさしく市は境界 にたて られ、そ
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れ は地理上の境界であるに留 ま らず、死 という他界 との境界で もあ った。
網野善彦 は市 の立っ場所、そのあ り方 は世界の どこで も類似 している
とし、その特徴 として死者 の世界 との境界、神 々と関わ る聖域、交易 ・
芸能 の広場、 自治的な平和領域、王権 との関係をあげる。そ して、市 は
河原、中洲、浜、山野、坂 などにたち、 そ こは共 同体を こえた境界領域
であ ったと主張す る。 このような性質を持っ市 の場 は、領主 による通常
の私 的支配 とは異質 の論理、っ ま り 「無縁」の論理 が貫 く場 であ った
[糸岡野1996]。
以上、 この節で確認 したのは、次 の事柄であ る。①市 とは市場交換の
場 であること、②市場交換 はモノのや りとりにおける負 い目を即座 に清
算 し、関係 をその場 で断ち切 って しま う交換形態であること、③それ ゆ
えに、贈与互酬性 に基礎 を置 く共同体 にとっては脅威であ り、市場交換
の行われ る場である市 は外部 との境界領域へ と排 除 されていた、 とい う
ことである。 これ らの論理が先 に考察 した虹の 「カテ ゴ リーを過剰 に近
接 させる」論理 と、 どう対応するのかを次節 で考察 してい く。
5.虹と市一全体的社会事象 「自然」 と 「文化」の交感
5-1.虹と市に関する学説史
前節までの考察を踏まえた上で、従来の学説における虹 と市 と関係の
説明を再検討 しよう。虹の研究者たちは、虹と市との関係についてどの
ように解釈 していたのか。
先 に記 したように安間清は、虹は竜蛇であるという枠組みの中で解釈
をしている。安間は民俗学における柳田の市の宗教的発生説を踏まえな
が ら、「虹すなわち竜蛇のごとく財宝の観念 と深 く結合するものの出現
に際 して市を開 くという経済活動の営まれることは、あり得べ きことで
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あ ったか」[安間1978:69]とし、「虹の立っ ところには財宝 あ りと信
じる人 が、その虹立っ場所 に市 をひ らくとして も不思議 はない(中 略)
虹立っ ところは必ずや水辺であ ったはずで ある。特定 の水辺 にはとか く
神聖 な観念 が籠 め られ、神 は多 く水近 き霊地 に斎 かれ、交易 の業 がまた
その神 の聖域 において行われ るのがわが国古来 の習俗 の一っであった」
[安間1978:69]と述べ、 あ くまで も竜蛇 を経 由 してそのっなが りが
考 え られてい る。
そ こでは、虹 自体が市 と結 びっ く論理が説明 されてお らず、虹=竜 神
信仰を実体視 した うえで、その派生現象 として虹 と市 の関係が捉 え られ
ている。 そのため、竜蛇が財宝を持っ とい う観念が、飛躍 して売買 ・交
易 に結 び付 けられ る。 なぜ、売買 ・市 とい う形態 でなければな らないの
か、そ こにおける市 と売買 の論理 の解明 も全 くなされていない。
一方、大林太良 は虹 と市 が結 びっ く事例を紹介 して はいるが、 その論
理 の具体 的 な分析 は試 みて いな い。大林 は 「虹 の下 の財宝」の観念 は
「虹が水を吸い上 げ る、汲み上 げる」観念か ら派生 した ものであ ると捉
えて いたよ うに、虹 と財宝及 び、市 との関係 はあま り重要 であるとみな
さなか ったよ うである。そ して、 それ は大林が虹 の シンボ リズムの基調
に 「不気味 さ」 をおいて しま ったために、虹が財宝や富 をもた らす とい
う虹の シンボ リズムの積極 的側面 を うまく位置づ けられなか ったか らだ
と考 え られ る。 その結果、 それ らを蛇 の観念か ら派生 した副次 的な もの
と して処理 しよ うとしたのであろう。
民俗学者 の宮 田登 も、安 間の影響を強 く受 けたと思 われ る説 を主張す
る。宮 田によれば、市神 の守護 の もと、幸運を人 々に与え るのが市 の意
味であ るとい う。虹 の下 には泉 があ り市が立 っていて幸運 に恵 まれ る。
虹 は日本語 では蛇 を表 し、虹が立っ とは水神が現 われ ることであ る。水
神の現われ る場所 に市が立 ってお り幸運が集約 されているという[宮 田
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1990]。しか し、宮 田の説明を整理 してみ る と、虹 と市 との結 びっ きは
「虹 の下 には泉が あ り市が立 っていて」 とい う具合 にアプ リオ リに前提
とされて しま っている。 ではなぜ虹 の下 に市が立っのか とい うことにな
ると、や はり蛇=水 神 と虹 の結 びっ きを媒介 させ た派生 的な説明 にな っ
て しま うのであ る。
また、宮本常一 は、虹 は神の渡 る橋であ り、虹の立 った所 へは神 が降
りて くる。そ こに市 神 を祭 り、人 々が市 を始 め たのだ ろ うと推測 した
[宮本1993:183]。
ここで は、虹 自体 の空間媒介性か ら、虹 と市 との関連 が指摘 されてい
る。 しか し、問題 とな るのは、虹か ら神が降 りて くるとす るな ら、 なぜ
神 を迎え、祀 ることが売買 という行為 として表現 されるのか、 というこ
となのであ る。神を祀 るだ けな ら、祠で も建てて済 ませばよい し、祭 り
を行 うことで もよいではないか。なぜ、売買なのか。売買 と市 の論理 は
見落 とされて いるのである。
0方 、 日本中世史 では社会史 の視点か ら、虹 と市 に関 して優 れた研究
成果 が出された。勝俣鎮夫 の 「売買 ・質入れ と所有観念」であ る[勝 俣
1986]。勝俣 は、民俗学 における市 の議論 を概観 し、市が境界性 を持 っ
場であ ることを確認 す る。虹 と市 との関連 について 「虹 の立 っ ところで
は人 々は売買 をお こな うべ きで、そのために市が たて られねばな らない、
とい う論理 よ り成 り立 っていた」[勝俣1986:185]と的確 に整理 し、
売買 とい う行為が重要であ ることを指摘 してい る。 そ して、安間の研究
を踏 まえ、虹 は天の橋 と観念 され、人 々は虹を渡 り天神精霊 が降・臨示現
す ると考 えたので あ り、虹 の立 った場 は天界 と俗界 の境界領域で あって、
神迎 えの行事 をす る必要 があ り、その行事 その ものが市 を立 て売買 を行
うことだ った、 と指摘 した。
さ らに興味深 いの は、勝俣が交換 にお ける市 の特殊性 を指摘 した こと
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である。市では歌垣が行 われて男女が 自由に交歓 を行 った り、盗品が売
買 された りす るなど、市 はそ こに来 る人 々やモノの市場外での社会的な
もろもろの諸関係 を断ち切 って しま う特殊 な空間なのである。そ もそ も、
古代 ・中世 の 日本 で はモ ノ と人 との関係 には霊 的 な繋 が りが存在 し、
「あ る人が所有 して いる物、 とくに長 い間身 につ けて いる物 は、その所
有者の 『たま しい』を含み込んだかたちで存在す るとい う強 い観念が存
在 し、 その 『もの』 は他 の 『もの』 によ っては代替不能 と考 え られてい
た[勝 俣1986:190]。
そのため、中世で は人 と結 びっ きの強 い代表的なモノである土地 は、
例 え 「永代売買」で取 引 した として も、完全 に所有権が移転す ることは
な く、買主 は借地 として占有権 を得 るに過 ぎず、土地 は元 の持ち主 との
関係を保 ち続 けるとされた。質 に入れたモノも、簡単 に質流れする こと
はな く、元 の所有者が質物 に対 して、利息 の支払 いや払 い戻 しの請求 な
どを して、モノとの関係 を保 ち続 ける限 り、 その関係 を他者が断ち切 る
ことはで きなか った[勝 俣1986]。
このよ うな古代 ・中世 における人 とモノとの強固 な関係 に基づ く所有
観念を考え ると、 モノが簡単 に売買 されて交換 され、移転 してゆ く市 と
い う場が、 いか に特殊 な論理 を持 つ時空で あるかがわか るだろ う。 「所
有者 とその魂 を含 む所有物 との呪術的関係 を断 ち切 って しま う 『浄め』
の場 として、市 は存在 した」[勝俣1986:190]のである。
網野善彦 も、勝俣の論文 を紹介す るかたちで、 ほぼ同様 の ことを述べ
て いる[網 野1988]。虹 と市 を境 界的現象 と捉え、市 の具体 的な交換
と売買 の論理 を明 らかに した ことで、勝俣、網野 の説 は他 の説 に比べて
きわ めて優 れて いる。 ただ し、勝俣、網野 は市 の論理 は詳細 に明 らかに
したが、虹の論理 に対 して は、十分な論理 的整理 を行 っていないので、
虹 の出現 を 「神」 の示現 とし神迎 えが市 をたて ることである、 とい う曖
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昧な実体的観念を想定す る ことで虹 と市の関係 を説 明 して しまって いる。
これに対 して、私 が試み るのは、虹 と市 の結 びっ きは、勝俣 や網野が
想定す るよ うな 「神」 とい う実体的宗教観念 を媒介 と しな くとも、本稿
で展 開 して きた虹 と市 の外部性 とタブーの対象 となる性質 という普遍的
な論理 に位置づ けることで、全体的、かっ0貫 して解釈 す ることがで き
るとい うことであ る。
5-2.虹と市 の交感 の論理一 「自然」 と 「文化」の出会 う場
分析 にあた り、本稿 で展開 して きた、文化人類学、文化記号論 の境界
論の論理 を もう一度確認 しよ う。
もともと自然 とい う人間の外部環境 は区切 りのない連続体 であって、
人間 は連続 に区切 りを入 れて不連続化 し、重複部分 をタブーとして排除
す ることで文化秩序 をっ くる。分類秩序 を明快 に画定す るためには、 カ
テゴ リーの重複部分 をタブーと して排除 しな ければな らない。境界が タ
ブー として忌避 されるのは こう した分類秩序 との必然的 な関係か らであ
る。 タブーの対象 となるべ きもの とは分類を撹乱す る不気味で恐 ろ しい
ものだが、 コ ンテクス トによ っては、望 ま しい ものになるとい う、両面
性 ・両義性 を持 って いる。 なぜな ら、 タブーはカテゴ リーを画定す るた
めに排除 されるのだか ら、隔て られたカテゴ リー問を溶解 させ、 その間
の近接 ・交流 をはか りたいときには、逆 にタブーの対象 とされ る事象 を
カテゴ リー問 に導入す る ことが適切 となる。
虹 はその多重性(と い う過剰性)ゆ えに、 タブーの両義性の うち 「カ
テ ゴ リー同士を過剰 に近接 させ る」性質 を強 く持っ。 この性質か ら解釈
す る事 によ って、あ らゆ る虹の シンボ リズム(色 、性 、橋、指 さ し禁忌、
神 との契約、財宝等)は 総体的 に一貫 した論理 の もとに解釈 で きるので
ある。
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以上 の認識 に基づ いて、 タブー論 と、「カテ ゴ リーを過剰 に近接 させ
る」虹の論理か ら虹 と市 の関係を考えていこう。 まず、虹の出現 に対す
る当時の人 々の対応を考え る上 で、 ヒン トになる興 味深い事例 に以下の
ものがある。
『扶桑 略記』仁和三年(887)七月六 日:虹 降二東宮一。其尾寛レ天。虹
入二内蔵寮一。是 日。綾綺仁寿両殿之間。獲二白亀一九。放二神泉苑一。是
夜。地震[黒 板(編>1999:151]。
東宮 に虹が立 ち、内蔵寮へ と入 ったのだが、 その後、綾綺殿 と仁寿殿
の間で白い亀を一 匹獲 って神泉苑で放す とい う行為が行 われている。 こ
れは、虹 の出現 と白亀の捕獲 ・放生が別々の行為 として行われたので は
な く、虹が出現 したか ら白い亀 を獲 って神泉苑 で放 された、 とい う一連
の行為 として解釈 すべ きである。虹 は 「カテゴ リー同士 を過剰 に近接 さ
せ る」現象であ り、分類 を混乱 させ るゆえに、排除 して速やかに分類秩
序 を回復 しなければな らない。 この事例 の場合、天か ら地 に降 った多色
の虹 の出現 に対 し、地上 で這 う白単色の亀を捕獲 し、神泉苑 で放っ とい
う逆 のベ ク トルの行為を対応 させ ることで、虹 の出現 によ って生 じた混
乱を象徴 的に打 ち消す とい う対策が とられている と解釈 で きる。
虹 ・天か ら地 に降 る ⇔ 亀 ・地か ら天へ と送 る
多色 ⇔ 単色(白)
このような分類秩序の異常 となる事態が起 こった場合、それとは逆転
した方向性を持つ行為を行 う事によって、異常を中和 し打ち消すことは
普遍的な論理である。
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ケニアのメル人 は、 日照 り雨 を魔物 と して恐れ、 日照 り雨 の最 中に外
へ出て遊 んでいた子供がいるとやがて旱魅が起 こり、飢餓が起 こる考 え
た。 もし、 そのよ うな子供がいた場合 には浄化儀礼 を行わなければな ら
ない。その浄化儀礼 の供犠 となる動物 には必ず単彩 の毛色を持っ雄羊 を
選ぶ。 これはメル人が、 日照 り雨を雨 と晴のカテゴ リーの混交であ るか
ら危険であると観念す ることに対応す る。っま り 「供犠 の目的 は気象範
疇の異常で危険 な混乱 に感染 した存在を浄化 して、やがてその混乱 に随
伴す ると想定 されている災厄 を儀礼的 に予防 しよ うとす る ことである。
そ うで あれば、用 い られ る獣 の毛色が まった く色彩 の混乱を示 さないも
のであ るべ き」[小馬1996:115]なの は、当然 なのだ。 日本 とア フ リ
カとい う隔絶 した社会 同士で も、文化 をっ くって生 きる人間 の分節 と差
異 の論理 は共通 している。
ここまで くれば、虹 と市 との関係 も同様 の論理で読 み解 けると、私が
考 えてい ることがおわか りいただ けると思 う。繰 り返すが、虹 は 「カテ
ゴリー同士を過剰 に近接 させ る」現象 であり、分類を混乱 させ るがゆえ
に、排除 して速やか に分類秩序 を回復 しなければな らない。特 に京 とい
う都市 の真 っ只中に不意 にかっ容赦 な く出現す る虹 は、人間が作 り上 げ
た分類秩序 と しての世界 に亀裂を走 らせ る。特 に分類秩序 の中枢 に位置
す る王権が存在す る場 に出現す ることで、余計 にその異常性が際立っ。
これに対抗 して、人 々が行 った行為が市 をたて売買す ることで あ った。
前節 まで に確認 したように、市 で行 われ る市場交換 とは負 い目を即座 に
清算 して しまい関係をその場で断 ち切 って しまう交換形態であ る。 その
よ うな論理 の貫徹す る市の場 とは、所有者 と所有物 との呪術的で0体 的
な関係 を も断 ち切 り、 そ こに来 る人 々やモノの市場外での もろもろの社
会的な諸 関係を断 ち切 って しまう特殊 な空間であ った。
っ ま り、「虹が立 ったと ころには市 を立て なければな らない」 という
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論理 とは、虹 とい うカテゴ リー同士 を過剰 に近接 させ、分類秩序 を混乱
に陥れ る 「自然」 の境界現象 の発生 に対 して、人間の側か らは市場交換
とい うカテゴ リー間の関係 を清算 し断ち切 る論理 の行為 を行 う売買の場
である市 を作 り出す とい う正反対 の方向性 を持つ行為 を対応 させること
によ って、混乱 を中和 し秩序の回復 をはか るとい う論理なのである。別
の言 い方 をすれば、「自然」 の過剰 な接近 によ る混乱 に対 して、人 間側
が過剰 な分離 を行 って媒介 し、「自然」 と人 間 との 「適切 な距離」 を設
定 しよ うとい う行為 なので あ る。 こ こで は一 方的 に、 自然 の 「不気味
な」現象を排 除 しよ うとい うのではな く、 それ と適切 な関係を築 こうと
す る人間 と 「自然」 の交感が営 まれて いるのだ。
つま り、 ここで は人間 と 「自然」 との関係が大 きな焦点 とな っている。
人間 は自らの生 きる世界を分節 と差異 によってつ くりあげていることは、
前節 までで述 べた。 しか し、それだ けでな く、 自らの生 きる自然 とい う
外部環境 を も差異 と分節 の論理 によって文化秩序 として組織 し、 自分 た
ち と関連付 けているのだ。 そ こで は 「自然」 は人間によ って構成 された
文化 の中に取 り入れ られて位置づ け られ、 その世界 の一部 とな る。 それ
は、動物が単 な る生存条件 として 自然 と向 き合 う以上 に緊密 に、人間 と
自然 とは意味 に満た された関係 として結 びっ くのである。
人 間は言語 による文化秩序を持つ ことで、本能 によ って生 きる動物の
自然拘束状態か ら離床 し、文化的動物 とな ったが、 自然 的本能か ら隔て
られ ることによ って、反 って 「自然」 と近 しい関係 になったとい う逆説
が存在す るのだ。 っま り、人 間は文化 とい う道具 によ って 「自然」 と人
間 を結 びつ けたために、「自然」 は単 な るモ ノの集合 で はな く、 自分 た
ちの文化秩序 や価値 を映 し出すか けがえのないもの として、現 れるので
ある。
文化秩序 は、 自然環境 を も含 み こんで存在 しているのであ り、そ こで
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起 こる現象が人間 に関係無 いなどとい うことはあ りえない。人間 は世界
のあ らゆ るものに言語 による恣意的 な分節を押 し付 け意味の世界 と して
構成 したため、人 間の行動 はどんな些細 な事で も、言語 の論理 を介 して
世界 のあ らゆ る出来事 に結 びっ く可能性 に開かれているのである。
虹 とい う 「自然J現 象 と、市 とい う人間の経済的 な現象 は、一見、 か
け離れたば らば らの現象 のよ うに見え るが、文化秩序 の分節 と差異 とい
う論理 の中で、 はっきりと対応 し、結 びつ いて いた。人間が言語 によっ
て 自然 に分節 と差異 を持 ち込 み文化秩序 をっ くることによって隔て られ
た 「自然」 と人間 は、言語 それ 自身が もっ論理である隠喩や換 喩の象徴
の連鎖 の果 てに、再 び出会 い結 びっ くのである ⑧。
「虹 のたっ と ころに、市 をたて る」 とい う行為 は、単 なる自然現象 で
はな く、 また経済 ・商業的行為 に還元 で きるわけで もな く、人 間の些細
な活動 と 「自然」 とが、言語 による論理 によって、世界観 と して緊密 に
結 び合 わされて響 きあ う、 まさに全体的社会事象で あることを示 してい
るのであ る。
《注》
(1)ネ フスキ 一ーの説 は、南 島談話会 で口頭 によ って主張 された[宮 良1981]。そのため、会 に
参 加 して いなか った宮良 は ネフスキ ーの説 を知 らず に 「虹 置蛇」説 を発表 したの だが、柳
田國男 か ら、ネ フスキーの説 を借用 したので はないか と言 われ るな ど、 「虹=蛇 」説 の発表
をめ ぐって は当時混乱 があ ったよ うであ る[宮 良1981;53-56]。
(2)実際、安 間の著作 『虹 の話』 で は中盤以降 は竜神信仰 を中心 と した研究 にあて られている。
(3)多配列 的分類(polythetic)/単配列 的分類(mQnothetic)はR・ニーダムが導入 した分
析 概 念[ニ ー ダム1993]。多配 合 的/単 配 合 的 と も訳 され る こ とが あ る[ニ ー ダ ム
1986]。多配列 的 とは 「諸個 体が全 体 と して は一 っの特性 も共有 しない クラスに用 い られ
る」[ニ 一ーダム1993=88-89]。もう少 し詳 しい解説 で は 「多 くの共通 した特色 を分 け合 っ
て はい るが、それ らの特色 の どの一 っ も当該 グループない しク ラスのメ ンバ ーとなる必須
条件 で はない」[ニ ー ダム1986:157-158]ことを示 す。それ に対 して単配 列 的 とは、 あ
72
るクラスに分類 され る個体 は全 て共通 の性質 を一 っ以上 もっ ことを示 す。 っま り、 多配 列
的分類 とは、相 互 に類似 した性 質 を持 ってい る ものの、細部 は異 な って いるよ うな諸個体
を共 通の もの と して分類す る原理で あり、単 配列的分類 とは一般的 な科学的分類の よ うに、
全 ての個体 の持 っ共通性 を基 準 に分類 してい く原理 であ る。 これ らの分類概念 を、 伝承 研
究 に応用 す る ことは重要 で あ る。 なぜ な ら伝説、昔話、説話 な どの伝承 は、 ま さ しく全体
は類似 してい るが細部 は異 な る事 物の典型 であ って、 これ を単配 列的分類 しよ うと して も
細部 の相違 に よってバ ラバ ラに なって しまい、有効 な分類 の枠組 みを作 る ことは難 しいと
思 われ る。本文 で述 べて いるよ うに、伝 承 は緩 やかな多配 列的分類 と して把 握 し、分析 し
て い くべ きであ ると考え る。
(4)こ の伝説 では 「神」 と 「海 の神」 とい う二 っの神格 が登場 し、対 照的 な役割 を果 たす こと
が特 徴 であ る。二 っの神格が具体 的に どのよ うな神 であ り、 どのよ うな関係 を持 ってい る
のか は、原文 の雑賀 の記述 で も説 明が ない。 なお、 この伝説 の異 伝 には、① 弘法大 師が本
土 か ら大嶋へ一 夜の うちに橋 をか けよ うと したが中途で鶏 が鳴 いたの で中止 した、②鬼 が
一夜 の うちに大 嶋へ橋 を架 けよ うと したが鶏 が鳴 いたの で中止 した、 の二っが あ る[雑 賀
1976:60]。鶏 の声 によ って鬼 の活動が停止す る 「鬼 の階段」 の異 伝 にもな って いるので あ
る。 重要 なのは、夜/朝 とい う時 間カテ ゴ リーの分節 と、空 間 にお ける島/本 土 の カテ ゴ
リーの分節 を前提 と して、空間 カテ ゴ リーの近接 を 目的 と した橋 の建設 が、夜 か ら朝へ の
移行 とい う時間 カテ ゴ リーの分節 によ って断 ち切 られ る とい う、 時間 ・空間の ダイナ ミッ
クな対応 であ る。
(5)「縮約」 とは構造入類学 で用 い られ る用語 であ る。二項対立 を、 それ とは類似す るが、 よ り
隔た りの小 さい別 の二項対立 に置 き換 える ことを指 す。
(6)冒頭 の ムワニ タとい う言葉 は、 マ リノ フスキーの注釈 に よれ ば黒 い輪状 の よろいにおおわ
れた長 い虫 をさす現地 の語 であ るとい う[マ リノフスキー1998:265]。
(7)柳田國男 は 「山 の人生」 の 「山男が町 に出で来 た りし事」 で、 山人 や山姥が市 に現 れ る事
例 を紹 介 し、山姥 が出 ると市 が終 わ りにな る とい う観念 とと もに、山姥 が支払 い に用 いた
銭 には特別 の福分 があ ると信 じられ、 さ らに山姥が酒 を買 いに来 る ときに持 って くる徳利
は、三合 ほどの大 きさ しかな いの に五升 の酒 が楽 々入 った とい う話 を紹介 して いる[柳 田
1989:198-205]。柳 田 はこれ に 「取 れ ど も尽 きぬ宝」 との関連 を鋭 く指摘 して い るが、 こ
れは、 まさ しく財宝 と外部、富 は外部 か らもた らされる とい う観念 を示す ものである。
(8)現代 で は虹 の シンボ リズムは不気 味 さよ りも、多様 な人 々の連帯 と協調 を表 す好 ま しい も
の として位置づ け られ る傾 向が強 い。例 えば国際協同組合 の シンボルは 「虹の旗」で ある。
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これは、「統一性 のなかの多様性」「多様性のなかの統一性」を意 味す るとい う[中川
1998]。また、南アフリカのマンデラ大統領は1994年5月の就任式典の記念演説で、アパ
ル トヘイ ト撤廃後の新生南アフリカを、諸民族や多人種が共存す る 「虹の国」に例え、「黒
人 も白人 も、すべての南アフ リカ人が胸を張 って歩 けるような社会を、すなわち自分 自身
と世界に対 して平和的な 『虹 の国』を、建設 していくということを」誓 った[峰1996:
8]。また、イラク戦争 に際 して、平和を訴え、虹の旗を掲 げる運動 も世界的に行われた。
現代ではこのように、虹の持っカテゴリーの過剰な近接性 という性質 は、異なる社会的立
場の人々の連帯 と協同の隠喩 として特権的な好ま しいシンボルの位置を獲得 している。 し
か しそれは、現代の我々の社会をっなぐ絆が、戦争、人種差別、経済格差などによって分
断され、「過剰な分離」に置かれているからこそ、それを象徴的に近接させ埋め合わせるも
のとしての虹が人々に強 く求め られているからなのだろう。
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